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ン
プ
ル
の
表
面
に
字
を
書
い
た

が
、
手
で
触
れ
る
だ
け
で
字
が

消
え
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に

し
、
驚
き
の
声
を
上
げ
た
。

　
便
器
の
洗
浄
実
験
で
は
、
ト

ル
ネ
ー
ド
洗
浄
の
仕
組
み
を
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
用
い
て
体
験
。

児
童
は
渦
が
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
な
が
ら
、
洗
浄
の
仕
組
み

と
節
水
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
岩
井
会
長
の
指
導
の
下
、
一

般
住
宅
で
多
く
使
用
さ
れ
て
い

る
ロ
ー
タ
ン
ク
式
便
器
を
用
い

た
洗
浄
試
験
と
搬
送
実
験
を
実

「
水
の
大
切
さ
」伝
え
て

習
志
野
市

イ
ン
フ
ラ
協

津
田
沼
小
で
出
前
授
業

あ
い
さ
つ
す
る
岩
井
会
長

児
童
た
ち
は
陶
器
サ
ン
プ
ル
の

汚
れ
に
く
さ
を
確
認
し
た

便器を用いた搬送実験へ
熱心に参加する児童たち

平林氏が講師を務めた

　
（
一
社
）
習
志
野
市
イ
ン
フ

ラ
協
議
会
は
20
日
、
習
志
野
市

立
津
田
沼
小
学
校
の
１
〜
３
年

生
（
低
学
年
）
18
人
と
４
〜
６

年
生
（
高
学
年
）
11
人
を
対
象

と
し
、
「
大
切
な
水
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
出
前
授
業
を
同
校
１

階
小
ア
リ
ー
ナ
で
開
講
し
た
。

放
課
後
こ
ど
も
教
室
と
し
て
２

回
に
分
け
て
行
い
、
前
半
に
低

学
年
、
後
半
に
高
学
年
が
受

講
。
平
林
尚
祥
氏
（
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

㈱
東
関
東
支
社
）
が
講
師
を
務

め
た
。
協
議
会
の
寺
田
良
一
副

会
長
（
豊
栄
工
業
㈱
）
、
渡
邊

健
敏
理
事
（
栄
工
業
㈱
）
、
木

本
寛
文
理
事
（
京
葉
パ
イ
ピ
ン

グ
㈱
）
が
応
援
に
駆
け
付
け

た
。
習
志
野
市
議
会
の
関
根
洋

幸
議
員
（
元
気
な
習
志
野
を
つ

く
る
会
）
が
視
察
に
訪
れ
た
。

　
岩
井
健
会
長
（
㈱
サ
ク
ラ
設

備
）
は
冒
頭
、
出
前
授
業
の
内

容
を
説
明
し
た
上
で
「
教
科
書

に
載
っ
て
い
な
い
専
門
知
識
を

楽
し
み
な
が
ら
学
び
、
『
水
の

大
切
さ
』
を
家
族
に
伝
え
て
ほ

し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　
ま
た
、
平
林
氏
は
「
節
水
の

大
切
さ
と
も
の
づ
く
り
へ
の
想

い
」
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
た

ほ
か
、
水
の
大
切
さ
な
ど
を
学

ぶ
ク
イ
ズ
、
陶
器
サ
ン
プ
ル
の

使
用
実
験
、
便
器
の
製
造
過
程

動
画
の
放
映
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
利
用
し
た
便
器
の
洗
浄
実
験

を
実
施
。

　
陶
器
サ
ン
プ
ル
の
使
用
実
験

で
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
㈱
独
自
技
術

の
セ
フ
ィ
オ
ン
テ
ク
ト
加
工
が

施
さ
れ
た
陶
器
サ
ン
プ
ル
を
用

い
て
、
陶
器
の
汚
れ
に
く
さ
を

確
認
。
児
童
た
ち
は
、
陶
器
サ

施
。
排
水
管
に

見
立
て
た
透
明

塩
化
ビ
ニ
ル
管

に
玩
具
を
流

し
、
勾
配
に
応

じ
た
搬
送
能
力

の
変
化
を
視
覚

的
に
体
験
し

た
。

　
次
回
は
29

日
、
未
就
学
児

と
保
護
者
を
対

象
に
、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
㈱
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク
ワ

ー
ク
ス
社
が

「
あ
か
り
の
エ

コ
教
室
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
開

催
す
る
予
定
。

　
県
海
匝
農
業
事
務
所
は
「
県

営
共
和
２
期
地
区
土
地
改
良
事

業
（
農
業
用
用
排
水
施
設
）
計

画
」
に
基
づ
き
、
旭
市
に
あ
る

共
和
揚
水
機
場
幹
線
用
水
路
の

幹
線
用
水
管
Ｌ
１
・
５
㎞
の
更

新
を
計
画
し
て
い
る
。
幹
線
用

水
管
は
φ
６
０
０
㎜
の
石
綿
管

で
、
撤
去
の
上
、
φ
５
０
０
〜

６
０
０
㎜
の
Ａ
Ｌ
Ｗ
形
ダ
ク
タ

イ
ル
鉄
管
を
布
設
す
る
。
２
０

２
６
年
度
ま
で
に
測
量
・
設
計

を
行
い
、
27
年
度
か
ら
用
水
管

の
更
新
工
事
に
着
手
し
、
30
年

度
の
完
了
を
目
指
す
。
総
事
業

費
は
５
億
５
０
５
万
円
（
う
ち

工
事
費
４
億
３
５
０
０
万
円
）

の
見
込
み
。

　
総
事
業
費
の
内
訳
は
▽
25
年

度
＝
測
量
試
験
費
１
５
８
０
万

円
、
工
事
雑
費
39
万
５
０
０
０

円
▽
26
年
度
＝
測
量
試
験
費
２

４
８
０
万
円
、
工
事
雑
費
62
万

円
▽
27
年
度
＝
工
事
費
９
３
３

０
万
円
、
測
量
試
験
費
１
７
０

万
円
、
用
地
買
収
補
償
費
50
万

円
、
工
事
雑
費
２
３
８
万
８
０

０
０
円
▽
28
年
度
＝
工
事
費
１

億
２
１
３
０
万
円
、
測
量
試
験

費
１
７
０
万
円
、
用
地
買
収
補

償
費
50
万
円
、
工
事
雑
費
３
０

８
万
７
０
０
０
円
▽
29
年
度
＝

工
事
費
１
億
２
４
４
０
万
円
、

用
地
買
収
補
償
費
50
万
円
、
工

事
雑
費
３
１
２
万
２
０
０
０
円

▽
30
年
度
＝
工
事
費
９
６
０
０

万
円
、
用
地
買
収
補
償
費
50
万

円
、
工
事
雑
費
２
４
１
万
３
０

０
０
円
。

　
幹
線
用
水
管
の
年
度
ご
と
の

更
新
延
長
は
、
27
年
度
Ｌ
３
０

０
ｍ
、
28
年
度
Ｌ
３
９
０
ｍ
、

29
年
度
Ｌ
４
０
０
ｍ
、
30
年
度

Ｌ
４
１
０
ｍ
。

　
共
和
揚
水
機
場
お
よ
び
幹
線

用
水
路
は
、
袋
溜
池
西
側
の
旭

市
鎌
数
地
先
に
位
置
。
県
営
ほ

場
整
備
事
業
共
和
地
区
の
用
水

の
基
幹
施
設
と
し
て
、
１
９
６

４
〜
80
年
度
に
整
備
さ
れ
た
。

袋
溜
池
か
ら
共
和
揚
水
機
場
に

よ
り
取
水
後
、
幹
線
用
水
路
を

経
て
、
共
和
地
区
内
の
ほ
場
１

５
８
・
８
ha
に
配
水
し
て
い

る
。

　
幹
線
用
水
路
は
旭
市
道
下
に

埋
設
さ
れ
て
お
り
、
老
朽
化
に

よ
る
漏
水
と
石
綿
に
起
因
す
る

人
的
健
康
被
害
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
、
石
綿
を
含
有
し
な

い
Ａ
Ｌ
Ｗ
形
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管

に
代
替
す
る
計
画
。
工
事
で

は
、
排
ガ
ス
対
策
済
み
重
機
を

使
用
す
る
。

　
５
日
に
、
土
地
改
良
法
第
87

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
旭

市
の
一
部
を
受
益
地
域
と
す
る

「
県
営
共
和
２
期
地
区
土
地
改

良
事
業
（
農
業
用
用
排
水
施

設
）
計
画
」
を
決
定
し
た
。

総
事
業
費
は
５
億
円

県
海
匝
農

業
事
務
所

共
和
地
区
の
用
水
管
更
新

新
環
境
設
計
の
設
計

佐
倉
市
に
特
養
ホ
ー
ム
な　

　

ど

壮健会

　
社
会
福
祉
法
人
壮
健
会
（
佐

倉
市
飯
重
６
２
２
）
は
、
佐
倉

市
生
谷
字
間
野
１
５
２
９
―
37

ほ
か
に
お
い
て
、
地
域
密
着
型

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
短

期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）
を
建
設
す
る
「
『
ろ

〜
ず
ま
り
〜
』
新
築
計
画
」
を

進
め
る
。
設
計
者
は
、
㈱
新
環

境
設
計
（
東
京
都
文
京
区
本
郷

４
―
９
―
15
）
。
こ
れ
か
ら
施

工
者
を
決
め
、
２
０
２
６
年
１

月
４
日
に
着
工
し
、
27
年
１
月

31
日
の
完
成
を
目
指
す
。

　
建
設
地
は
、
共
同
住
宅
「
メ

ゾ
ン
蒼
空
１
」
の
隣
接
地
。
敷

地
面
積
は
９
６
６
０
・
08
㎡
。

　
土
地
利
用
計
画
は
、
宅
地
９

３
３
９
・
61
㎡
、
道
路
敷
地
２

０
０
・
47
㎡
（
う
ち
拡
幅
部
11

・
21
㎡
）
、
そ
の
他
１
２
０

㎡
。

　
建
物
は
、
Ｓ
造
３
階
建
て
の

本
体
、
Ｃ
Ｂ
造
平
屋
の
付
属
棟

（
倉
庫
・
廃
棄
物
処
理
室
）
、

平
屋
の
駐
輪
場
12
台
で
構
成
。

　
新
築
規
模
は
、
建
築
面
積
１

４
４
１
・
36
㎡
（
本
体
１
４
０

１
・
63
㎡
、
付
属
棟
29
・
４

㎡
、
駐
輪
場
10
・
33
㎡
）
、
延

べ
床
面
積
２
７
２
４
・
35
㎡

（
本
体
２
６
８
４
・
62
㎡
、
付

属
棟
29
・
４
㎡
、
駐
輪
場
10
・

33
㎡
）
、
高
さ
11
・
５
ｍ
。

　
各
施
設
の
定
員
な
ど
お
よ
び

面
積
は
▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
＝
29
床
、
２
階
８
０
０
・
69

㎡
▽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

＝
25
人
、
１
階
１
８
７
・
５
㎡

▽
短
期
入
所
生
活
介
護
＝
31

床
、
１
階
５
５
７
・
18
㎡
お
よ

び
２
階
２
９
９
・
52
㎡
▽
共
用

ほ
か
＝
１
階
５
３
１
㎡
、
２
階

１
５
８
・
05

㎡
、
３
階
１

５
０
・
68

㎡
。

　
上
水
は
、

佐
倉
市
道
７

―
２
号
線
に

布
設
さ
れ
て

い
る
市
営
水

道
か
ら
取

水
。
ま
た
、

開
発
区
域
内

に
井
戸
（
φ

25
㎜
）
を
設

け
、
採
水
設

備
に
よ
り
中

水
と
し
て
利

用
。

　
雨
水
貯
留

槽
１
２
８
１
・
57
㎥
、
汚
水
管

お
よ
び
取
り
付
け
管
（
φ
４
５

０
㎜
）
を
新
設
。
雨
水
排
水
に

つ
い
て
は
、
佐
倉
市
道
３
―
３

５
４
号
線
に
布
設
さ
れ
て
い
る

排
水
施
設
に
放
流
す
る
。

　
延
長
33
・
48
ｍ
、
幅
員
６
ｍ

の
道
路
を
整
備
。

　
そ
の
ほ
か
、
防
火
水
槽
40

㎥
、
全
館
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

備
、
駐
車
場
82
台
（
う
ち
車
い

す
用
１
台
）
を
設
け
る
。

建設地の現況

公園空白地域の分布状況

空
白
地
域
解
消
目
指
す

公
園
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

松戸市
　
松
戸
市
は
、
市
街
地
内
に
お

け
る
１
人
当
た
り
の
公
園
面
積

５
㎡
の
達
成
に
向
け
、
「
公
園

整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
２
０

２
６
年
度
早
期
に
公
表
す
る
予

定
だ
。
都
市
公
園
な
ど
の
不
足

地
域
約
９
９
４
・
６
ha
に
お
け

る
新
規
整
備
や
、
都
市
計
画
決

定
か
ら
長
期
未
着
手
と
な
っ
て

い
る
都
市
公
園
の
整
備
の
方
向

性
を
ま
と
め
、
整
備
の
必
要
性

や
整
備
効
果
が
高
い
区
域
を
抽

出
す
る
こ
と
で
、
選
択
と
集
中

に
よ
る
公
園
空
白
地
域
の
解
消

を
図
る
。

　
都
市
公
園
な
ど
の
整
備
状
況

は
、
24
年
度
末
時
点
で
４
０
４

か
所
、
１
７
３
・
09 

ha
。
人
口

で
除
し
た
住
民
１
人
当
た
り
の

公
園
面
積
は
３
・
46
㎡
。
量
的

な
不
足
に
加
え
、
北
小
金
駅
周

辺
、
古
ケ
崎
一
帯
、
松
戸
駅
南

側
一
帯
な
ど
で
は
一
定
規
模
以

上
の
公
園
が
不
足
し
て
お
り
、

都
市
公
園
の
配
置
の
偏
り
も
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　
長
期
未
着
手
の
都
市
公
園

は
、
街
区
公
園
６
か
所
、
近
隣

公
園
２
か
所
。
５
か
所
が
未
整

備
、３
か
所
は
一
部
開
設
済
み
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
公
園
空
白
地
域
の

分
布
状
況
を
16
の
エ
リ
ア
に
区

分
し
、
各
エ
リ
ア
の
主
な
特
徴

と
課
題
を
ま
と
め
る
。
全
エ
リ

ア
を
同
列
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
は
現
実
的
で
な
い
こ
と
か

ら
、
客
観
的
な
指
標
を
用
い
た

評
価
に
よ
り
公
平
性
・
透
明
性

を
確
保
し
た
上
で
、
エ
リ
ア
の

整
備
優
先
度
を
３
ラ
ン
ク
に
区

分
す
る
。

　
整
備
優
先
度
ラ
ン
ク
が
最
も

高
い
エ
リ
ア
と
し
て
、
古
ケ
崎

１
３
６
・
１
ha
、
松
戸
新
田
・

稔
台
96 

ha
、
六
実
・
六
高
台
49

・
６
ha
、
松
戸
71
・
３
ha
、
矢

切
29
・
３
ha
、
馬
橋
東
51
・
２

ha
を
抽
出
し
て
い
る
。

　
19
日
に
、
第
１
６
１
回
都
市

計
画
審
議
会
を
市
役
所
議
会
棟

３
階
特
別
委
員
会
室
で
開
催
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
向
け

て
協
議
を
行
っ
た
。

舗
装
補
修
工
へ
1.4
億
円

市
道
等
維
持
設
計
2410
万
円

いすみ市補正

７
０
０
０
円
、
夷
隅
文
化
会
館

舞
台
音
響
設
備
機
器
改
修
工
事

　
い
す
み
市
は
26
日
開
会
の
第

３
回
定
例
議
会
で
、
太
東
保
育

所
屋
根
等
防
水
工
事
費
３
７
９

１
万
５
０
０
０
円
を
盛
り
込
ん

だ
一
般
会
計
補
正
予
算
案
第
３

号
に
つ
い
て
承
認
を
要
求
す

る
。
道
路
関
係
で
は
、
路
線
用

地
測
量
業
務
委
託
料
６
１
０
万

円
、
市
道
等
維
持
管
理
設
計
業

務
委
託
料
２
４
１
０
万
１
０
０

０
円
、
市
道
維
持
工
事
費
１
４

０
０
万
円
、
舗
装
補
修
工
事
費

１
億
４
０
２
０
万
円
、
交
通
安

全
施
設
外
側
線
設
置
工
事
費
２

２
０
万
円
、
ト
ン
ネ
ル
維
持
設

計
業
務
委
託
料
３
５
９
万
円
、

ト
ン
ネ
ル
維
持
工
事
費
８
５
０

万
円
、
道
路
改
良
工
事
費
２
８

０
０
万
円
、
津
波
避
難
対
策
道

路
等
設
計
業
務
委
託
料
１
０
０

０
万
円
を
措
置
し
て
い
る
。

　
学
校
関
係
で
は
、
長
者
小
学

校
弱
電
配
管
改
修
工
事
費
１
４

４
万
３
０
０
０
円
と
太
東
小
学

校
体
育
倉
庫
屋
根
改
修
工
事
費

１
０
７
万
７
０
０
０
円
を
確
保

し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
大
原
庁
舎
浄
化

槽
改
修
工
事
費
６
１
２
万
９
０

０
０
円
、
新
夷
隅
庁
舎
新
築
工

事
費
１
８
７
０
万
円
、
旧
夷
隅

庁
舎
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
費

７
２
１
万
６
０
０
０
円
、
第
二

保
育
所
駐
車
場
整
備
工
事
費
７

０
９
万
１
０
０
０
円
、
い
す
み

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ガ
ラ
ス
破

砕
コ
ン
ベ
ア
改
修
工
事
費
４
９

９
万
４
０
０
０
円
、
橋
梁
維
持

工
事
費
２
４
０
０
万
円
、
大
原

台
公
園
等
遊
具
補
修
工
事
費
１

０
７
万
円
、
消
防
機
庫
新
築
工

事
実
施
設
計
業
務
委
託
料
３
３

０
万
円
、
岬
ふ
れ
あ
い
会
館
空

調
設
備
改
修
工
事
費
１
２
８
万

費
３
３
３
万
３
０
０
０
円
、
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
浄
化
槽
散

気
管
工
事
費
１
２
１
万
８
０
０

０
円
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　
補
正
に
よ
り
21
億
４
９
９
１

万
２
０
０
０
円
を
増
額
し
、
総

額
を
２
４
０
億
３
８
９
６
万
８

０
０
０
円
と
す
る
。

道
路
補
修
・
改
良
に

繰
越
明
許
費
を
設
定

香
取
市
補
正

　
香
取
市
は
、
26
日
開
会
の
第

３
回
定
例
議
会
に
、
一
般
会
計

補
正
予
算
案
第
４
号
を
上
程
す

る
。
道
路
補
修
工
事
７
４
０
０

万
円
、
道
路
新
設
改
良
工
事
お

よ
び
物
件
移
転
等
補
償
５
１
０

０
万
円
を
計
上
し
、
同
額
の
繰

越
明
許
費
を
設
定
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
交
通
安
全
対
策

施
設
工
事
４
５
０
万
円
、
小
見

川
市
民
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
１

９
９
万
４
０
０
０
円
、
栗
源
市

民
セ
ン
タ
ー
施
設
改
修
工
事
１

５
０
万
円
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
遊
具
撤
去
工
事
な
ど
２
５
０

万
３
０
０
０
円
、
河
川
等
浚
渫

工
事
６
５
０
万
円
、
急
傾
斜
地

崩
壊
対
策
工
事
１
２
０
０
万

円
、
公
園
維
持
管
理
工
事
４
８

８
万
円
、
橘
ふ
れ
あ
い
公
園
整

備
工
事
１
５
０
万
円
、
防
災
行

政
無
線
撤
去
工
事
１
７
０
万
５

０
０
０
円
、
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
修
繕
４
３
７
万
８
０
０
０
円

な
ど
を
措
置
。

　
補
正
に
よ
り
６
億
８
７
６
８

万
５
０
０
０
円
を
追
加
し
、
一

般
会
計
総
額
は
３
９
２
億
６
４

５
４
万
４
０
０
０
円
と
な
る
。

調
整
区
域
に
産
業
立
地

条
例
改
正
し
誘
導
・
開
発
促
進

木更津市

条例改正のイメージ

　
木
更
津
市
は
19
日
、
第
１
２

６
回
都
市
計
画
審
議
会
を
中
央

公
民
館
（
ス
パ
ー
ク
ル
シ
テ
ィ

木
更
津
６
階
）
第
２
会
議
室
で

開
催
し
、
「
市
街
化
調
整
区
域

に
お
け
る
産
業
立
地
誘
導
手
段

の
拡
充
」
に
つ
い
て
報
告
し

た
。
「
市
街
化
調
整
区
域
に
お

け
る
開
発
行
為
等
の
基
準
に
関

す
る
条
例
」
の
改
正
に
よ
り
、

市
街
化
調
整
区
域
の
う
ち
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
定
め

る
「
幹
線
道
路
沿
道
開
発
ゾ
ー

ン
」
と
「
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
開
発
誘
導
ゾ
ー
ン
」
に
お

い
て
、
流
通
倉
庫
な
ど
の
開
発

が
可
能
と
な
る
。
開
発
手
続
き

に
お
い
て
は
、
地
区
計
画
と
比

較
し
て
約
９
か
月
、
先
行
自
治

体
の
条
例
と
比
較
し
て
約
６
か

月
の
短
縮
が
図
ら
れ
る
。

　
市
街
化
調
整
区
域
で
は
、
都

市
計
画
法
第
34
条
に
規
定
さ
れ

る
立
地
基
準
な
ど
を
満
た
す
場

合
、
許
可
を
得
る
こ
と
で
建
築

物
の
建
築
が
可
能
と
さ
れ
て
い

る
。

　
市
の
条
例
に
お
い
て
は
、
同

法
第
34
条
第
12
号
の
「
市
街
化

を
促
進
す
る
恐
れ
が
な
く
、
市

街
化
区
域
内
に
お
い
て
行
う
こ

と
が
困
難
な
も
の
」
と
し
て
住

居
系
の
み
を
規
定
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
先
行
自
治
体
の
袖

ケ
浦
市
、
成
田
市
、
佐
倉
市
な

ど
で
は
、
条
例
に
よ
り
倉
庫
、

荷
さ
ば
き
場
、
工
場
を
開
発
す

る
場
合
、
地
区
計
画
に
よ
る
場

合
と
比
較
し
て
約
３
か
月
の
手

続
き
期
間
短
縮
が
図
ら
れ
て
お

り
、
都
市
間
競
争
に
お
い
て
不

利
に
働
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
条
例
改
正
を
検
討
中
。

　
条
例
の
改
正
案
で
は
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
定
め

る
「
幹
線
道
路
沿
道
開
発
ゾ
ー

ン
」
や
「
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
開
発
誘
導
ゾ
ー
ン
」
に
係

る
土
地
利
用
方
針
を
条
例
に
示

す
こ
と
で
、
先
行
自
治
体
の
条

例
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
て
い

る
区
域
指
定
の
手
続
き
を
不
要

と
す
る
。た
だ
し
、近
隣
住
民
へ

の
説
明
と
企
業
誘
致
連
絡
調
整

会
議
で
の
審
査
を
義
務
化
す

る
。

　
区
域
に
接
す
る
道
路
の
制
限

は
、
「
幹
線
道
路
沿
道
開
発
ゾ

ー
ン
」
ま
た
は
「
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
周
辺
開
発
誘
導
ゾ
ー

ン
」
に
お
け
る
有
効
幅
員
９
ｍ

以
上
か
つ
１
ｍ
以
上
の
歩
道
を

有
す
る
区
間
に
接
す
る
土
地
の

区
域
と
し
、
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
よ
る
指
定
ゾ
ー
ン

に
含
ま
れ
な
い
子
道
路
は
対
象

外
と
す
る
。

　
建
築
物
用
途
に
つ
い
て
は
▽

流
通
業
務
の
用
に
供
す
る
た
め

の
倉
庫
（
自
己
の
業
務
用
に
限

る
）
▽
流
通
業
務
の
用
に
供
す

る
た
め
の
荷
さ
ば
き
場
（
自
己

の
業
務
用
に
限
る
）
▽
工
場

（
準
工
業
地
域
で
建
築
で
き
な

い
も
の
、
騒
音
が
発
生
す
る
も

の
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を

除
く
。
自
己
の
業
務
用
に
限

る
）

―
に
限
定
す
る
。

　
今
後
は
、
９
月
定
例
議
会
で

概
要
説
明
を
行
っ
た
後
、
11
月

の
都
市
計
画
審
議
会
と
12
月
の

定
例
議
会
で
意
見
公
募
に
つ
い

て
周
知
し
た
上
で
、
12
月
か
ら

２
０
２
６
年
１
月
に
か
け
て
意

見
公
募
を
行
う
。
26
年
３
月
定

例
議
会
に
改
正
案
を
上
程
し
、

４
月
の
条
例
施
行
を
予
定
し
て

い
る
。

管
内
経
済
動
向

緩
や
か
に
改
善

関
東
経
済
産
業
局

　
関
東
経
済
産
業
局
は
20
日
、

２
０
２
５
年
６
月
の
デ
ー
タ
を

中
心
と
し
た
管
内
経
済
動
向

（
25
年
８
月
分
）
を
公
表
し

た
。
総
括
判
断
は
「
一
部
に
弱

い
動
き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

緩
や
か
に
改
善
し
て
い
る
」
と

し
、
６
か
月
連
続
の
据
え
置
き

と
な
っ
た
。

　
生
産
活
動
は
、
生
産
用
機
械

工
業
を
は
じ
め
12
業
種
が
低
下

し
、
生
産
指
数
が
２
か
月
ぶ
り

に
前
月
を
下
回
っ
た
。
個
人
消

費
は
、
百
貨
店
・
ス
ー
パ
ー
販

売
額
が
46
か
月
連
続
で
前
年
同

月
を
上
回
っ
た
。
乗
用
車
新
規

登
録
・
届
け
出
台
数
は
６
か
月

連
続
で
前
年
同
月
を
上
回
っ

た
。
雇
用
情
勢
は
、
南
関
東
の

完
全
失
業
率
が
５
か
月
連
続
で

前
年
同
月
を
下
回
っ
た
。

　
今
後
、
各
国
の
通
商
政
策
の

動
向
や
物
価
上
昇
等
が
国
内
経

済
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

　
今
月
の
判
断
は
次
の
通
り
。

　
▽
生
産
活
動
＝
一
進
一
退
な

が
ら
弱
含
み
（
据
え
置
き
）
▽

個
人
消
費
＝
緩
や
か
な
上
昇
傾

向
に
あ
る
（
据
え
置
き
）
▽
雇

用
情
勢
＝
緩
や
か
に
改
善
し
て

い
る
（
据
え
置
き
）
▽
設
備
投

資
＝
前
年
度
を
上
回
る
見
込
み

▽
公
共
工
事
＝
４
か
月
連
続
で

前
年
同
月
を
上
回
っ
た
▽
住
宅

着
工
＝
３
か
月
連
続
で
前
年
同

月
を
下
回
っ
た
。

厚
生
水
産
、Ｋ
ｅ
ｅ
Ｐ
ｅ
ｒ
技
研

大
和
ハ
ウ
ス
で
解
体
工

Ｋ
ｅ
ｅ
Ｐ
ｅ
ｒ
ラ
ボ
市
原
店
等

　
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
㈱
東
関
東

支
社
（
船
橋
市
本
町
１
―
27
―

１
）
は
、
市
原
市
五
井
金
杉
１

―
34
―
１
ほ
か
に
お
い
て
、
厚

生
水
産
㈱
（
船
橋
市
浜
町
３
―

１
―
４
）
に
よ
る
「
Ｋ
ｅ
ｅ
Ｐ

ｅ
ｒ
ラ
ボ
市
原
店
解
体
工
事
」

と
Ｋ
ｅ
ｅ
Ｐ
ｅ
ｒ
技
研
㈱
（
愛

知
県
大
府
市
吉
川
町
４
―
17
）

に
よ
る
「
市
原
市
五
井
金
杉
店

解
体
工
事
」
を
受
注
し
て
い

る
。

　
建
設
地
は
、
飲
食
店
「
な
か

卯
市
原
店
」
（
市
原
市
君
塚
５

―
28
―
１
）
の
、
主
要
地
方
道

千
葉
鴨
川
線
を
挟
ん
だ
北
側
に

位
置
し
て
い
る
。

　
Ｋ
ｅ
ｅ
Ｐ
ｅ
ｒ
ラ
ボ
市
原
店

は
、
平
屋
、
床
面
積
１
５
４
・

５
㎡
の
事
務
所
・
洗
車
場
。
解

体
の
予
定
工
期
は
９
月
１
日
〜

10
月
31
日
。

　
市
原
市
五
井
金
杉
店
は
、
平

屋
、
床
面
積
１
８
８
㎡
の
洗
車

場
。
解
体
の
予
定
工
期
は
９
月

21
日
〜
10
月
31
日
。

解体する建築物

info
折れ線


